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　当ハンドブックはBP Logix製品日本総販売
代理店アシストマイクロ株式会社が、BPM

導入をご検討されているお客様、パートナー
企業様向けにご案内するハンドブックです。
2008年ごろよりBPM(Business Process 

Management)への関心は日本国内はもとより
欧米でも高まってきております。アシストマ
イクロはソフトウェアディストリビューショ
ン事業の主力であるECM(Enterprise Content 

Management)製品であるXythosを通じ、BPM 

+ ECMが企業を含む全ての組織においてベネ
フィットを創出し、ITを利用した組織の優位
性の確保、リスクマネジメント、ブランディ
ングの再構築にお役に立てるはず、そう確信
しております。BPMとECMは切っても切れな
い関係に位置し、シナジーを組織内で発揮し
ます。BPM製品であるBP Logix / BP Director

は、『現場主導のBPM』を実現するための
最短かつ最前の解であることをこのハンド
ブックを通じてご理解いただければ幸いでご
ざいます。新しいユニークネスを追求した
BPM製品BP Logix / BP Directorをどうぞご愛
顧ください。

BPM、BP Logix製品の詳しい情報は
こちらから入手可能です。
<製品プロモーションサイト>

http://www.bplogix.jp

<BPMを語るブログ>

http://www.bplogix.jp/blog/BPM

<Follow Me! >
http://twitter.com/bpljapan

2011年5月27日 アシストマイクロ株式会社
Software Distribution Group

BP Logix Japan Project 

“私達のプロセスが黒い闇に包まれた
状況にありました。Eメールより正確で
プロセスのワークフローをコントロール
する電子的な手段を必要としていました”

Fernando Coronado.
Sodtware Application Manager
MULTI-CHEM
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Process Timeline™

プロセスタイムライ
ンとは時間の概念を
BPMに取り込んだ
ユニークなプロセス
マネジメントの手法
です。他社BPM製品
には無いユニークな
コンセプトは、複雑
なワークフローを
至ってシンプルに
置き換え可能です。
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“BP LogixはXythosに次ぐ戦略製品として
当社が満を持して投入するBPM製品です。
ECMとBPMの融合こそが、次世代のエクセレ
ントカンパニーにとって重要なITインフラで
あることを証明すべく、これからも一層
精進して参りたいと思います。”

百瀬太郎
代表取締役社長
アシストマイクロ株式会社

BPM導入ハンドブック
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BPMNについて
BPMNとはBusiness Process Modeling 

Notationの略でありビジネスプロセス
のモデリング表記として標準化されて
います。UMLが業務担当者とシステ
ム技術者の共通言語として目指してい
たものの問題点が多く、UMLから派
生した表記法として位置づけられてい
ます。我々はBP Logixのカスタマーと
実際に話をしてきましたが驚いたこ
とにほとんどの方がBPMNを知らない

のです。今ある事務要領書や規定集、
JSOX導入の際に急いで書いた業務
フローがあるのに『また、BPMNに
従って作成し直さなければいけない
の？』BPM普及のために考案された
BPMNが導入の妨げになるケースもあ
るようです。全く業務フローそのもの
が存在しない場合は、BPMNでの新規
作成は大変有効であるはずです。
（当社のオピニオンです）

What’s BPM?
BPMとは何か。
当社が考えるBPM 
Business Process Management

IT用語辞典によると『BPMとは、
業務管理手法のひとつで、業務の
流れを単位ごとに分析・整理する
ことによって、問題点を洗い出し、
最適な作業の仕方を模索する、と
いう管理手法のことである』とあ
ります。当社が考えるBPMとは
『カイゼン』に象徴される業務の
可視化（見える化）と継続的なア
クションが “現場主導” で実現でき
ることと定義したいと思います。何
故、あえて “現場主導” というキー
ワードを強調するかと言うと、これ
こそがBPM導入において最も重要で
あるからです。これまでのBPM導入
のアプローチは、ベンダー視点であ
りテクニカルな表現が目立っていま
した。もちろんしっかりとしたイン
フラとモデリングを中心とした大規
模な導入プロジェクトを前提とした
アプローチは重要ではあるものの、
モデリングに1年以上もかかり、結
局予算オーバーとなり、経費精算や
交通費精算などの汎用的な業務に適
用しただけの結果で頓挫してしまっ
ているお客様の状況をよく耳にしま
す。当社はBP Logix社やBP Logixの

カスタマーと十分に話をした結果、
BPM導入の成功の要因はエンドユー
ザが使いこなせること、PDCAサイ
クルのA、つまりアクションをエン
ドユーザ自身が実行可能であるこ
と、この一言につきるかのではない
かと。現状BPM Suiteと呼ばれる製品
は、BPMNでモデリング、BPELでエ
キスポートし、ワークフローエンジ
ンに流し込み、会計ERPやHRシステ
ムと連携し、かつフォームはWeb

ベースでカスタム開発している。
ここまで実現するためにはどれだけ
の時間と費用がかかることでしょ
う。いざ運用してみて『カイゼン』

のアクションを取るために、追加
カスタマイズ費用を予算計上し、
実際に業務改善されるのが来年度に
なってしまう。BPMの本質と大きく
はずれていると言わざるを得ませ
ん。我々はアクションにフォーカス
し、エンドユーザ自身が主導権を
握り『主体的に』BPMを実施可能な
環境をご提供することを最大のミッ
ションと考えています。”大規模な
プロジェクトからBPMを現場に取り
戻せ”　BPMブログより抜粋。
http://www.bplogix.jp/blog/BPM
BPMについての連載記事をご覧くだ
さい。

私たちのビジネス用件に
対応するために開発された
製品を求めていました。
直感的なインタフェース
で、複雑すぎず、価格競争
力のある製品を求めていま
した。

メンタルヘルス国立研究所
John Harris

直感的なワークフローデザイン
BPMNでモデリングしなければ動かない。
それは却ってBPM導入の制約になっていませ
んか？

http://www.bplogix.jp/blog/BPM
http://www.bplogix.jp/blog/BPM
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　今から約1年ほど前に、アメリカのエコノ
ミストやウォールストリートで流行した言葉
があります、それが ”New Normal / ニュー
ノーマル” です。リーマンショック以降の経
済回復途上では、別のエコノミクスになって
いる、国際経済においての『新秩序』が出来
上がる、そんな風潮が支配しているかと痛切
に感じます。この言葉はアメリカの債権運用
会社ピムコ(PIMCO)のCEOであるモハメド・
エラリアン(Mohamed El-Erian）氏が提唱した
ことで日本にも金融機関を中心に普及してき
ました。
また、巷では『フ

リー<無料>からお金を生
み出す新戦略』クリス・
アンダーソン著 のような
書籍が世界的にベストセ
ラーとなった結果 ”フ
リーミアム” という言葉の
流行、そしてこれまでの
マーケティングを覆すほ
どFacebook, Twitter, Blogな
どのSNSの台頭、相次ぐ
新聞社の破綻、電子書
籍、Grouponなどの販売モデル等々、単なる
不景気やデフレであるという経済学的な発想
では予想だにしない現象や新しいビジネスモ
デルの発明は、これまでずっと自らの変革を
おざなりにし、変化を嫌う大企業、組織に
とって大きな痛手になっているのではないか
と考えています。つまり、ニューノーマルは
新秩序という意味に加え、将来の予想が極め
て難しい時代の象徴とも言える意味の深い言
葉なのではないでしょうか。
企業はリセッションの中で何をしてきた

のでしょう？大手製造業を中心とした社会問
題となった派遣切り、正規雇用者の人材的リ
ストラ、子会社の吸収、大合併、”戦略的小
会社の新設”という名の元の出向・転籍（実

質賃金の縮小、待遇の劣化）など不景気を理
由に行ったオペレーションそのものが不景気
を呼び込むスパイラルに陥っていないでしょ
うか。更に踏み込んで言えば、残業禁止令な
どの発令により、サービス残業の増加や早朝
出社などさえ招いており、大企業の経営者は
本当にこの事実を知っているのかとさえ思っ
てしまいます。これまでの伝統的な不況下で
のオペレーションを再考すべき時代が到来し
たのだと認識せねばなりません。余分な贅肉
を落とし筋肉質な体へ再構築することが

ニューノーマル時代に生
き残る術ではないでしょ
うか。製造業においては
『カイゼン』という日本
が誇るQC活動、６シグマ
に代表されるように品質
の観点からプロセスマネ
ジメントが成功している
例もありますが、その反
面ホワイトカラーの生産
性向上はずっと昔から叫
ばれており、その結果が
成功に終わっている企業

はごくわずかなのではないでしょうか。
予測不能なニューノーマル時代であるか

らこそ、プロセスマネジメントを行い、業務
改善を継続することが必須である、これが
BPMに再びフォーカスがあたり始めている理
由ではと当社は考えております。

BPMが求められる背景
New Normal

 BPM
が
求
め
ら
れ
る
背
景
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　予測不能なニューノーマル時代に企業は何をすべき
か？経営課題であり重要な意思決定が必要です。ホワ
イトカラーの生産性向上の策は、グループウェア？そ
れともECM導入？ ナレッジマネージメント？そうで
す、どれも正解なはずです。然し乍らもうひとつ重要な
取り組みが抜けていないでしょうか。そうです、プロ
セスの分析、見直し、つまりBPMを通じたプロセスの
リストラクチャリングです。稟議書申請承認、経費精
算など組織に所属する誰もが使う汎用的なワークフ
ローは既に導入済みかもしれません。ところがある特
定の部門に特化したプロセスはいかがでしょうか。恐
らくヒューマンワークフローつまり、手作業である業
務が占めていませんか。このヒューマンワークフロー
で行われているプロセスをリストラクチャリングし、
ワークフローシステム、BPMツールに適用することが
ミスを無くし業務効率を高め、かつコンプライアンス
の向上にもつながるはず、そう確信しております。
　当社は主力製品であるECM製品Xythosの数多くの導
入実績の中から、特にSOX、JSOXを目的とした導入カ
スタマー様の『生の声』を聞く機会に恵まれました。
JSOX導入における3点セット（業務フロー、RCM、業
務記述書）を作成するためにどの企業も相当な時間と
費用をかけ、文書管理を行うことになったわけです

が、今まで業務フローがなかった、システム化されて
いない、など改めて認識されたというお声を多数のお
客様からいただきました。つまりシステム化されてい
ない莫大なヒューマンワークフローが存在しているわ
けです。
　本当の意味でリストラクチャリングが必要なのは、
これらの部門ごとに異なるヒューマンワークフローで
あると。稟議書、経費精算などの汎用的なワークフ
ローを導入しているからBPMは行う必要が無いという
のは間違った認識です。JSOX対象である上場企業（世
界的な大企業含む）でさえ、部門ごとのBPMが実施さ
れていないはずです。
　これまでの伝統的なリストラクチャリングのオペ
レーションだけではなく、プロセスのリストラクチャ
リングこそが、ニューノーマル時代に生き残り、新しい
企業文化を醸成可能な解決策ではないでしょうか。も
ちろん、当社も例外ではありません。トップダウンで
BPM導入を決断し、ボトムアップで実行に移す、まさ
に『現場主導のBPM』はプロセスのリストラクチャリ

ングを実現するための解です。また、このキーワード
は実は当社自身にも向けられた内なるメッセージでも
あり、不確実な時代に生き残るための当社のコミット
メントでもあるわけです。

BPMが求められる背景
プロセスのリストラクチャリング

 B
PM
が
求
め
ら
れ
る
背
景
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業務プロセスの分類
Category of Business Processes

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
分
類

　日本の企業の多くはJSOX対応以前に業務の
可視化が行われていませんでした。膨大な作
成コストをかけて業務フローを書くだけで精
一杯だ。こんな発言が目立っていました。
　一方After JSOXとして、IT全般統制などの
スローガンが持ち上がった途端、リーマン
ショックが起こり、対応の遅れが目立ちま
す。かつ、せっかく作成した業務フローを基
にBPMやBCP（事業継続性）を目指していた
が頓挫。こんな状況のお客様が多いのではな
いでしょうか。
　さて、方向性はさておき、一口に業務改善
を行うと言ってもそもそも”業務”とは何か、
業務を分類・整理し、BPMにフォーカスを当
てる優先順位付けをする必要があるはずで

す。また、ERP導入により基幹業務～支援・
管理業務が整理されたものの十分ではない、
業界・業態により当然ながら異なる業務、異
色な業務など様々なカットで整理できるので
はないでしょうか。ここでは汎用的な分類に
ついて整理したいと思います。また、業務の
分類を行い、可視化し、業務改善・改革を行
うためにはABC(Activity Based Costing)/

ABM(Activity Based Management) 活動基準原価
計算の概念と密接に関係してくるはずです。
ホワイトカラーの生産性向上の基準と目標設
定に重要な役割を担うためです。もちろん
BSC(Balanced Score Card)も同様です。以下、
図示します。

　このようにまずは企業が持つ業務全体を俯瞰して、BPM導入効果の高い業務にフォーカ
ス、徐々に適用範囲を広げるというアプローチを取るのが効果的ではないでしょうか。何故
ならBPMを全社的に導入しようとして、結局は頓挫する（経費精算、稟議書など汎用業務に
のみワークフローが導入されているに過ぎない）企業が多いためです。また、BPMの対象業
務を検討する場合に、アウトソーシングやシェアドサービス、クラウドによるシステム化、
廃止する業務の明確化（捨てる技術）、取引先、グループ企業との業務も対象業務とするこ
とが肝要であると当社は考えます。アメリカのBP Logixカスタマーである3PL業者Transplace

社の成功事例が参考になるかと思います。

経営管理業務

 BI : ビジネスインテリジェンス　BSC : バランス・スコアカード

 ABC / ABM : 活動基準原価計算　等

シェアドサービス
アウトソーシング
クラウド

バックエンド業務

 ERP : 会計・財務・税務　ERM : エンタープライズリスクマネジメント

 HR : 人事　等

基幹業務

 PLM : 商品設計・開発プロセス　SCM : サプライチェーンマネジメント

 ロジスティクスマネジメント　CRM : カスタマーリレーション　等

グループ経営
取引先
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　さて、前述で業務の分類を全体俯瞰的に行って来ま
したが、ここからはもう少しミクロな観点からお話し
たいと思います。例えば上記のような金融機関におけ
るカード発行業務プロセスは、業務改善の視点である
集約化・簡素化・並列化から見ますと『並列化』を意
識すべき業務かと思われます。このような『並列化』
された業務により作業分担がより明確化され、結果的
にカード発行業務全体の短時間化に繋がるはずです。
『並列化』された各タスク（アクティビティ）は依存
関係の有るものと無いもの双方があるかと思います
が、これをワークフローベースでモデリングすると極
めて複雑なものとなるでしょう。このようにワークフ
ローエンジンに定義しづらい一定の固まりの業務プロ
セスがこれまでのBPM導入アプローチからは抜け落ち
ているはずです。部門固有の業務など『全社導入され
ているBPM Suiteに構築するのはどうかな、何せ費用が
かかるし』とBPMの対象外になっていませんか？
我々がまさに『カイゼン』すべき業務は全社の汎

用業務ではなく、部門つまり現場で行われている固有
業務、ワークフローベースで定義・構築しずらい（費
用がかかりすぎる）業務をBPM対象とご提案したいと
考えています。それを実現するためにはワークフロー

ベースのみではモデリングに限界があります。ワークフ
ローベース＆タイムラインベースの双方の新しいプロセ
スマネジメントこそがBPMを加速するための解決策と
なると確信しております。新入社員、中途入社におけ
る一連のID登録などの業務、保険会社における事務査
定・医務査定業務、銀行などの金融機関における窓販
業務など、ワークフローやルールエンジンなどとの連
携が必要です。全体俯瞰でななくミクロ的な視野での
業務にBPMを導入し、『現場主導でBPMを推進可能』
であることがITによる他社との差別化につながり、効
率化、コンプライアンスの向上、属人化の排除が可能
になるのではないでしょうか。
　成功の鍵は、BPMツールの良し悪しももちろん影響
しますが、PDCAサイクルの継続性と現場のエンドユー
ザの『主体性の発揮』、業務プロセス改善のBSCによ
る動悸付けと人事評価への反映、KPIの明確な定義と包
括的に進めることにあると考えます。
　タイムラインベース、つまりBPMに時間の概念を加
えることで改善すべき業務はどこにあるか発見できる
のではないでしょうか。

業務プロセスの分類
Category of Business Processes

 業
務
プ
ロ
セ
ス
の
分
類

Scottのホワイトペーパー
www.bplogix.com

Adding the Time Dimension to BPM
E. Scott Menter, VP Business Solutions 

BP Logix

November 2010

BPMに時間の概念を

“BPMに時間の概念を”
BP Logix Inc.

カード発行業務プロセス
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『業務改善すべし』錦の御旗を掲げ一律のコスト削減
に取り組む組織は多いと思います。しかし、改善を推
進することに果たして成功しているでしょうか。当社
もBPMを導入する当初、まずは推進を行う組織間の調
整に難航しました。たった40名の組織ですらです。改
めて自社の組織の分析を行った結果と、お客様からヒ
ヤリングした問題点について取り纏めてみたいと思い
ます。
まずは、当社の場合ですがBPMはおろかワークフ

ローすら導入できていない極めてアナログであり、伝
票を中心とした書類のマニュアル処理が中心となって
います。BP Logixの日本総販売代理店になり自社運用と
いう段階で難題であったのは、BPMとは何であるかの
理解を周知、啓蒙することでした。ワークフローと何

が違うの？システム化するほどトランザクションはあ
るの？大企業が導入するものであって自社に導入する
ことに懐疑的な意見が大半を占めました。
当社は設立37年という比較的長い歴史の中でどう

しても組織硬直とコンサバティブな考え方が支配してし
まう。その部分をまずどう打開したかは、リーマン
ショック以降のリセッションが逆に組織改革を進める
原動力になったのは確かです。BPMを導入し、プロセ
スをリストラクチャリングし、筋肉質の企業体質にす
ることへの理解とモチベーションのマネジメントが功
を奏したのです。そうした中でのBPM製品の取り扱い
は当社にとって、生き残るためのミッションとして掲
げやすかったのではないかと分析しています。

何故業務改善がうまくいかないか
重要な経営課題

何
故
業
務
改
善
が
う
ま
く
い
か
な
い
か
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何故業務改善がうまくいかないか
重要な経営課題
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　何故、業務改善を進めるのが難しいのでしょうか。それは大きく3つの理由によるものであると考えます。
ひとつは、『現状業務の整理が難しい』こと。2つ目に『改善策をまとめるアプローチ、推進役の適任者がいな
い』こと。3つ目に前述した『組織・企業文化に起因する問題』があります。これは企業規模が大きくなればなる
ほど比例した問題になるはずです。改善目標の設定から始まり、組織間の調整など強力なリーダーシップの発揮が
不可欠となります。

改善策をまとめるアプローチ、推進役の適任者がいない！ 

　　・改善策検討の結果、システム導入の方向性になるががあまりにも高価で
　　　あるため調整がつかない。

  ・リーダーシップを発揮する人材がいない。
  ・改善のためのメソドロジーが存在しない。

組織・企業文化に起因する問題！ 

　・組織上における政治と立場の問題から矢面に立ちたくない、失敗したくない。
　 ・コンサバティブな企業風土や文化である。変えたくない。

　 ・KPIの定義、業務改善目標が曖昧である。
　 ・デジタルデバイド ..... そもそもパソコンすら使いこなせない旧態依然の管理
　　職層がまだ企業内にいる。情報に関する処理の生産性が著しく低い。お客様
　　に対する意識よりも社内の上下関係に固執する。国内業界最大手の企業でさえ
　　このような状況下にある場合が多い。

　現状業務の整理は難しい！
・同じ業務であっても拠点によってやり方が違う。
・これが『標準である』と言った基準が無い。

　　（業務規定集、事務要領書が実は無い。
・レアケースが多い。取引先が異なると全てやり方が違う。
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　BPMを推進するためには、現状分析が必要
である、このことに異論を唱える人はいない
でしょう。しかし、ここで問題となるのは
BPMベンダーの所謂囲い込みではないでしょ
うか。『このBPMツールを導入すれば現状分
析からシミュレーション、更にSOAでシステ
ム連携して改善効果を測定可能、PDCAサイ
クルの確立が可能です』という売り文句。
BPMNでモデリングしてツールに登録するこ
とがまず最初にありき。
本当にそうでしょうか？そんなに簡単な

のでしょうか？そもそも外部のコンサルタン
トやSIerに丸投げし、BPM導入プロジェクト
が大規模になり、結局は頓挫する理由は、実
は昔からBPRからERP導入、Fit & Gap分析と
いうシステムが持つ機能とのマッピングとい
うシステム業者視点でのアプローチが原因で
はないかと考えてしまいます。
ではどうすればいいのでしょうか。大き

く2つのベクトルでBPMを推進する必要があ
ると考えています。1つは経営管理視点。経
営戦略・経営目標そしてBSC、ABC/ABMか
ら落とし込んだ業務改善目標、それに対応す
る業務分析を行っていくもの。
もう1つは現場のエンドユーザが日常業務

において『こうしたらもっと早くなるんじゃ
ないの』『これを止めてしまったら効率がよ

くなるんじゃないの』『システム化するのは
このプロセスだけでいいんじゃないの』とい
う現場のエンドユーザ視点。どちらのアプ
ローチであっても誰がみてもわかりやすい、
つまり業務担当者とBPMの外部コンサルタン
ト、SIerなどの関係者の共通言語が必要で
す。
かつてDFD (Data Flow Diagram) や UML 

(Unified Modeling Language ) がそれを解決す
るはずでした。しかし結果はどうっだので
しょうか。その問題点を解決するのがBPMN

であり組織間をまたがる業務フローを書きや
すい表記法ですし、当社が否定するものでも
ありません。ですがBPMNで業務フローを書
かなければ何も始められないという囲い込み
アプローチは過去の失敗を繰り返しかねない
危険性を孕んでいると思います。JSOXで急い
で書いた業務フロー、事務要領書に書かれて
いるフローチャートを基に現状分析を始める
ので十分なのではないでしょうか。
　つまり、これまでのシステム導入アプロー
チよりもっと業務の本質に即した現状分析が
必要であり表記法に固執すべきではないとい
うこととBPMNでないとモデリングできない
というのはシステム屋の都合でしか過ぎな
い。

現状分析の必要性
As of Model

 現
状
分
析
の
必
要
性

BPMNは優れたモデ
リング手法であり、
スイムレーンと呼ば
れる組織を表す境界
感のプロセスの流れ
がわかりやすい。
しかし、BPMNでな
いとBPMが推進でき
ない、モデリングで
きないというのは
ベンダー都合でしか
ない。これをエンド
ユーザに強制するの
はいかがなもので
しょうか。
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BPM導入のアプローチ
パターン別の整理
　BPM導入のアプローチは、各部門や拠点、既存システムとの兼ね合いにより一律な方法で導入できるとは限りま
せん。これまでのBPM Suite製品は全ての業務をBPMNでモデリングすることから始めなければなりませんが、現実
的とは思えません。BPMの本質に立ち返りパターン別のアプローチをすべきです。以下に一例を挙げます。

 B
PM
導
入
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
の
パ
タ
ー
ン

# 現状 アクション
1 業務フローそのものが無い 現状業務分析、BPMNによるフロー作成

2 JSOXの際に作成した業務フローがある To Be モデル、改善目標の設定

3 事務要領書がある To Be モデル、改善目標の設定、ビジネスルールの抽
出

4 ERPが導入されている 画面系を中心にしたTo Beモデル、連携・統合を検討す
る

5 プロプライエタリなワークフローを導入してい
る（グループウェア等）

BPMツールでリプレースを検討

�

�

ワークフローベースのモデリング、BPMNか

ら実装レベルのデザイン

タイムラインベースのプロセスの抽出、複雑

なワークフローから汎用化

プロセス実行のモニタリング
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BPM導入の決定要因
BP Logix / BP Directorの優位性

 BPM
導
入
の
決
定
要
因

BPM  Suite製品の業務モデリング手法は、エンドユーザにとってあまりにハードルが高いのではないでしょうか。
BP LogixはBPM Suite製品とも遜色ない機能を装備し、エンドユーザ自身がプロセスの定義と変更、そして実行のモニ
タリングが十分可能な製品です。全社レベルの導入はもちろん、BPMを気軽に実施可能な『ツール』です。また費用
対効果の面で優れており、他社BPM Suite製品のライセンス価格の約1/2から1/3程度のリーズナブルな価格設定と
なっております。オンライン上でROI算出が可能です。製品プロモーションサイト: http://www.bplogix.jp

http://www.bplogix.jp/pricing/eformsroi.aspx

http://www.bplogix.jp/pricing/dmsroi.aspx

http://www.bplogix.jp
http://www.bplogix.jp
http://www.bplogix.jp
http://www.bplogix.jp/pricing/eformsroi.aspx
http://www.bplogix.jp/pricing/eformsroi.aspx
http://www.bplogix.jp/pricing/dmsroi.aspx
http://www.bplogix.jp/pricing/dmsroi.aspx


最後に
BPM導入ハンドブック

BPM導入は単にシステム化することが全てではありません。PDCAサイクルの継続性を維持
していくためには、システムに対する要件定義やギャップによるカスタマイズなどの呪縛
から逃れ、経営管理的なアプローチと本書が掲げる現場のエンドユーザの自律（オートノ
ミー）による『カイゼン』活動を支援するためのツール（あえてBP Logi製品をシステムで
はなくツールと表現します）を使った『現場主導のBPM』のアプローチ双方が企業に求め
られていると考えています。ERPやその他システムとのコネクティビティを担保可能であれ
ば、全体最適に繋がる可能性も視野に入れ、スモールスタート、部門レベルの導入から
全社レベルへ展開するお手伝いを当社はお約束致します。

また、当ハンドブックは『カイゼン』活動の適用業務の成果物として位置づけ、改版して
まいります。

2011年5月27日（金）
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